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休館日／毎週月曜日と図書整理日の4月30日㊎・5月28日㊎
但し、5月3日　  は開館し、5月6日㊌は休館 

〒500-8368 岐阜市宇佐4丁目2-1　TEL058-275-5111  

時　間　 午前 10：00～午後 6：00

会　場　 岐阜県図書館２階   企画展示室 Ⅱ

  【ご注意ください。岐阜県博物館ではありません】

入場無料

主　催　 岐阜県博物館　岐阜県図書館

後篇

4 月 24 日  土 6 月 13 日  日令和３年

月・祝

刀  銘  兼元［部分］
岐阜県博物館蔵（撮像：中村慧）



〒501-3941 岐阜県関市小屋名1989  TEL.0575-28-3111㈹  FAX . 0575-28-3110  

〒500-8368 岐阜市宇佐4丁目2-1
 TEL.058-275-5111  FAX.058-275-5115

岐阜県図書館 交通のご案内

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用、手指の消毒、検温にご協力ください。状況により、展覧会及び関連イベントを変更・中止する場合がござ
いますので、事前に岐阜県博物館・岐阜県図書館のホームページ等でご確認くださいますようお願いいたします。

｢赤羽刀｣とは、第二次世界大戦後、連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）
によって武装解除の一環として接収された刀剣のうち、元所有者不明のため公共

博物館等に無償譲与された日本刀をいいます。東京赤羽にあったアメリカ軍第八

軍兵器補給廠に保管されていたことからこう呼ばれています。

　岐阜県博物館は、平成11年（1999）に譲渡された3,209点のうち168点を受領し、

錆びつき、外装（鞘など）を失ったこれらの赤羽刀を、順次、研磨し、外装（ハバキ、

白鞘）の制作を行っています。令和元年度までに48点の整備が終了しました。

　本展は、これら全48点を2回に分けて展示します。初めて一堂に公開する岐阜県

博物館蔵赤羽刀コレクションによって、多様多彩な美濃・尾張刀の世界をご覧い

ただければと思います。

千磨百錬 よみがえる赤羽刀
2021年 4月24日　～6月13日

講師　福井款彦（熱田神宮文化研究員）
日時　令和３年５月29日（土） 13：30～15：00
会場　岐阜県博物館・けんぱくホール
　　　(関市小屋名1989)
料金　無料（但し、本館入館には別途要入館料）
定員　65人（先着順）
申込先：岐阜県博物館
申込方法：岐阜県博物館HPメールフォーム
　　　　  電話0575-28-3111
申込開始：４月29日（木・祝）午前8：30

「熱田神宮の刀剣」講演会

小太刀　銘　伯耆守藤原信高作／尾州於名古屋南蛮以鉄二胴造之寛永元年二月日
岐阜県博物館蔵（撮像：中村慧）

脇指　銘 （葵紋）康継於越前作之
岐阜県博物館蔵（撮像：中村慧）

お願い

● JR西岐阜駅より徒歩14分
●西ぎふ・くるくるバス（大人100円 /小学生50円）
　JR西岐阜駅南口より乗車（約5分）「県図書館・美術館」下車すぐ
●岐阜バス（有料）鏡島市橋線 市橋行
　JR岐阜駅（6番乗場）/名鉄岐阜駅（1番乗場）より乗車（約15分）
 「県美術館」下車徒歩3分


